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授業時間を廃した英語科目における学習行動

鈴 木 右 文

1.は じめに

九州大学 では、 いわゆ る教養教育 に相 当する全学教育 が、平成26年 か

ら基幹教 育 と称 する新 カ リキュラム に変 更された。新規入学者か ら、お

おむね入学後 の1年 間 に集中 した教養教 育を受講 している。言語文化 科

目の中の英語科 目は、卒業所 要単位 数の増加 をは じめ とした多 くの新機

軸 を含 んで いるが(詳 細 は鈴木(2014)を 参照)、 中で もCALL科 目に

ついては、授業時間帯の設定 を廃 し、受講者 が時間的場所的制約か ら解

放 され た形 で学 習 を 自律 的 に進 め る こと となった。 本稿 で は、 旧カ リ

キ ュラムにお いて授業で教室 に受講者 が集 まる形で英語CALL科 目が実

施 された場合 に比べて、新 カ リキ ュラムにお いて授業時間が ない形 で英

語CALL科 目が実施 された場合 に、それ まで顕著 に見 られた駆 け込 み学

習(学 習締切 日近 くにな らない と学習へ の取組み に腰 が上が らない)に

緩和傾向 が見 られた ことを報告 し、 その理 由について考察 す る。

2.比 較対 象の科 目

新カ リキュラム においては、1学 年前期 に 「学術 英語1CALL-A」 、1

学年後期 に 「学術英語1CALL-B」 とい うCALL科 目があ る。旧カ リキュ

ラム においては、1学 年後期 に 「英語IIB」 、2学 年前期 に 「英語HIB」

とい うCALL科 目があった。平成26年 度 の入学者 か らは新 カ リキュラム

が適用 され たのではあ るが、新 カ リキュラムで使用 す る教材1と それ を

搭載す る学習管理 システム2の 開発 が間 に合わ ず、新 カ リキ ュラムの初

年度 であ る平成26年 度 だ けは旧カ リキュ ラムで使用 した教材 を利用 し

1新 しい教材は6年 ほど前から開発が始まっている。これに関しては別に論考を発

表する予定。

2新 しい学習管理システムは、国立七大学外国語教育連絡協議会附属外国語CU委

員会の枠組みで大阪大学サイバーメディアセンターのマルチメディア言語教育研

究部門が中心になって開発しているWebOCMnextを 予定している。
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た(平 成26年 度後期 か らは一部 で、平成27年 度 か らは全面的 に新 しい教

材 を使用 する予定)。

従 って、 旧カ リキ ュラムの もとで実施 され た平成25年 度後期の1学 年

後期 「英語IIB」 と、新 カ リキ ュラムのも とで実施 された平成26年 度前

期 の1学 年前期 「学術英語1CALL-A」 と、同 じ平成26年 度前期 で も旧

カ リキ ュラムの もとで実施 され た2学 年前期 の 「英語IIIB」 は、いずれ

も旧カ リキ ュラムの教材 を使用 した ことになる。 また、 旧カ リキュラム

において は授業 で教室 に受講者 が集 まる形で実施 されたが、新 カ リキュ

ラムにおいて は授業 時間がない形で実施 され た。従 って旧カ リキュラム

の 「英語IIB」 「英語IIIB」 と新カ リキュラムの 「学術英語1CALL-A」

を比較 した場合 、同 じ教材 を使用 して実施 され た とい う幸運 な偶然 によ

り、何か相違 点が あれ ば、教材 が違 うとい う要因 を除いて原 因を考 える

ことがで き、授 業時間の設定 の有無 が原 因のひ とつだ と考 えやす くなる

ことになる。 旧カ リキ ュラムで1年 生全員 に対 し1学 年後期 に実施 され

た 「英語IIB」 で は、『ぎゅっ とe』(北 辰映電株 式会社)の リーデ ィン

グ中級40問 、 リスニング中級800問 、文法421問 がウェブ教材 として使用

された。 この科 目で は、1学 年 の6.月 に実施 され たTOEFL-ITPで520以

上、学外 で受験 したTOEICで645以 上 のス コアを取得す る と、申請 によ

り単位 が認定 され る ことになってい るため、一部 に履修 しない学生 がい

た。

また旧カ リキュラムにおいて2学 年の多 くの学部学科 の学生3に 対 し

2学 年前期 に実施 され た 「英語IIIB」 で は、「ぎゅっ とe』 の リー ディン

グ上級40問 、リスニング上級720問 、文法319問(「 英語IIB」 で の421問

の続編)が 教材 として使用 され た。 この科 目では、1学 年 の6月 に実施

されたTOEFL-ITPで570以 上、学外で受験 したTOEICで790以 上 のス コ

アを取得 す ると、 申請 によ り単位 が認定 され る ことになってい るため、
一部 に履修 しない学生 がいた。

新 カ リキュ ラムで は、1年 生全 員 に対 し1学 年 前期 に 「学術英語1

CALL-A」 が実施 され る。平成26年 度前期 の教材 の レベル と問題数 は旧

カ リキュ ラムの 「英語IIB」 の場合 と同 じであ るが4、 平成26年 度前期

3事 情により、芸術工学部、医学部保健学科、工学部機械航空学科の学生はそもそ

も 「英語IIIB」の履修の機会がなかった。
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の 「学術英語1CALL-A」 での教材 と平成25年 度後期 の 「英語IIB」 で

の教材 は、文法 は同一の問題 だが、 リーディング とリスニ ングは同 じ中

級で も内容 は異 なっていた。 「学術英語1CALL-A」 では、1学 年 の4月

に実施 され る英 語力診 断テス ト(TOEFL-ITP)で520以 上 のス コアを取得

す る と、教材 の学習 と定期試験 の受験が免除 になるため、一部 に学習 を

途中で止め る学生 がいる5。

本稿 で は、1学 年 全員 をまる ご と比較 す るので はな く、新 旧のカ リ

キュラム について、2群 の同 じ学部 ・ク ラスの受講者 を選 んで比較す る

こ と と した。 選 ん だの は文 学部 の3ク ラスの うちの2ク ラス(L1-1 ,

L1-2)と 薬学部 の2ク ラス(S1-12,S1-13)で ある(「 英語IIIBjは2学

年 の科 目なので、 それ ぞれL2-1,L2-2とS2-12,S2-13に なる)。 文 学部 は

本 来3ク ラス あ るの だが、新 カ リキ ュラムで は2ク ラス がひ とつ の ブ

ロック となって教材側 で統 計が なされているため、 これ らの2ク ラスだ

けを選ぶ ことに した。 また、文学部 と薬学部 を選ん だの は、筆者 が平成

26年 度 前期 の 「英語IIIB」 でた また ま担 当 した ことによる。新 カ リキュ

ラム1学 年 前期 の 「学術英語1CALL-A」 と比較 す る科 目 としては、 旧

カ リキュラムの1学 年後期 「英語IIB」 だ と、前後期 と学期 が分 かれて

しまい、後期 には大学祭や冬休み がある分学習ペースが前期 の場合 とは

異 なるのだが、教材 は同 じ中級で ある。一方同 じ旧カ リキュラムの2学

年前期 「英語IIIB」 では、学期 は 「学術 英語1CALL-A」 と同 じ前期 で

あ り、 しか も平成26年 度前期 で重 なるので比較 しやすいが、教材 は中級

上級で分 かれて しまう。 どち らを比較 の対象 としても一長一短が あるた

め、いずれ も検討 に含 める ことにす る。

3.駆 け込み学習

旧カ リキ ュラムの1学 年後期 「英語IIB」 と2学 年 前期 「英語IIIB」

4新 カリキュラムでは学期中に全問題の4分 の3、 夏休みに4分 の1が 割り当てら

れており、厳密には学期中の学習問題数は減っている。夏休みに学習を完遂する

と成績に10点加点される。

52学 年の4月 にも英語力診断テス ト(TOEFL-ITP)の 第2回 目があり、第1回 目

に比べてスコアが20以上上昇した場合は科目の成績評点が10点加点され、学習と
定期試験が免除となる学生は、30以上下降した場合に評点が60点 となることに

なっている。
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では、 中間試験が学期中 に3回 実施 された。15回 の授業 の うち、おおむ

ね5回 目、10回 目、15回 目に、 それ ぞれ定 め られた範囲 についての試験

が ウェ ブ上で実施 され た(定 期試験 は リーデ ィング につ いてのみ ペー

パーベ ースで実施 された)。 試験範囲 は それ ぞれ直前 の5回 の授業期 間

分 であ り、 それに加 えて、試験 日の前 日24時 までに試験範囲 の8割 程度

の問題数 に設定 した ノルマの消化 を義務 とし、ノルマ消化 が期限 まで に

果 たせ なか った場合 には不合格 となった。従 って、受講者 は最低限 ノル

マの消化 を確保 すべ く学習行動 を とった ことにな るのだが、学習期間の

間の各週 に均 等 に問題 を解 き進 めてい くので はな く、直前 になって集中

的 に問題 を解 く傾 向が多 くの受講者 に見 られた。 これは過去 どの年度の

「英語IIB」 「英語IIIB」 に も共通 して見 られ た傾 向であ る(鈴 木(2008)

参照)。

直前 になるまで腰 が上が らないのは人間 の習性 で あると言 って しまえ

ばそれ までだが、 この よ うな駆 け込 み学習 は好 ま しか らざる ことで あ

る。第1に 、継続的 な取 り組 みに よる能力 の向上の機会 を逸 す ることに

なる。外国語の学習 は継続 的 な取 り組 みを要す るもので あ り、例 えば一

日ですべ て こな して他 の 日には何 もしない とい うや り方が効 果的だ とは

誰 も考 えないで あろ う。第2に 、ム ラのあ る駆 け込み学習 を行 うと、週

に よって学習時間 に大 きなば らつ きが生 じることにな り、他 の科 目の予

復 習に甚大 な影響 を与 えるの は間違 いない。第3に 、駆 け込み学習は問

題 への取組 みが雑 になる ことにつ なが る。実 際、駆 け込み学習 をしてい

ると、 問題 に まともに取 り組 まず に、機械 的に解答 の選択肢 をク リック

して先 へ進 むだけ とい う極端 な行動 に出 る者 も少 なか らず いた。 こ うし

た受講者 の学 習履歴 を調べ る と、次の ような点が見 られる ことが多い。

1)常 に選 んだ解答 の記号 が同 じで ある

2)解 答 の選 択肢 を読 むだけでも時間がかか るの に数秒 で解答 してい

る

3)リ ー デ ィング の素材 とな る長文 の読解 速度 が毎分 数千語 で ある

(つ ま り読 み飛 ばして先 へ進 んで いる)

また、 こうした駆 け込 み学 習が顕著 な受講者 は成績 もふ るわない傾 向

にある(詳 しくは鈴 木(2009)参 照)。
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新 カ リキ ュ ラム の1学 年 前 期 「学 術 英 語1CALL-A」 で は、 中間 試 」験

が実 施 さ れ ない(定 期 試 験 は実 施 さ れ る)か わ りに、15週 の学 習 期 間6

が3っ に区切 られ、 定 め られ た範 囲 の問 題 を それ ぞれ の期 間 の最 終 日で

あ る締 切 日 まで に消 化 しな けれ ば、 ペ ナ ル テ ィ と して 成 績 の 評 点 が20点

減 点 され る こ と と定 め られ て い るが(3回 の締 切 す べ て で 問題 が あれ ば

合 計60点 の 減 点 に な る た め 、2回 遅 延 が発 生 す れ ば 事 実 上 不 合 格 に な

る)、 この科 目で も駆 け込 み 学 習 の傾 向 が見 られ た。

4.駆 け込 み 学 習 の デー タ

で は、旧 カ リキ ュ ラム の 「英 語IIB」 「英 語IIIBjと 新 カ リキ ュ ラム の

「学 術 英 語1CALL-A」 で は、 ど ち らの科 目にお いて 駆 け込 み 学 習 が よ り

深 刻 な ので あ ろ うか 。 あ るい は差 は認 め られ ない の で あ ろ うか。 まず は

学 習 管 理 シス テ ム に記 録 され た各 週 ご との平 均 消 化 問題 数 の デ ー タ を掲

げ る。 薄 い 背 景 色 を施 し太 線 の枠 で囲 ん だ部 分 は、 学期 中 に3つ あ る学

習 期 間 の最 終 日で あ る 中間 試 験 の それ ぞれ の前 日 まで の1週 間 で あ り、

新 カ リキ ュ ラム にお い て は学 習 締 切 日の 直 前 の1週 間 にあ た る。 第3回

目の 中 間試 験 や学 習締 切 日の後 の 週 で も、未 消化 の 問題 を対 象 と した学

習 が若 干続 くの が普 通 だ が、 本 稿 で は無 視 した。

表1=旧 カ リキュラム25年 度後期 ・1学 年後期 「英語IB」

25後 文学部(L1-1/2)薬 学部(S1-12/13)

週 目 読解 聴解 文法 読解 聴解 文法

11.519.746.51 .38.432.1

21.942.630 .02.558.137 .3

32.050.832.22.159 .928.6

42.046.824.32 .035.426.6

52.044.919.01 .741.916.6

63.443.517.73.054.415 .2

1-6計12.8248.31169.712.6258 .1156.4

710.925.416.21 .012.720.7

8学 祭0.57.46.50.90.72.7

92.152.127.71.533.624 .3

102.149.425 .812.142.519.5

6実 際 には休日の関係で16週 間あった。
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117.3117.733.26.5118.639.9

7.11計12.91252.01109.4、12.Oi208.1107.1

120.8124.425.710.714.416.6

13i冬0.213.613.80.10.84.3

14珍 。.6114.713.9・.31.88.5

154.61!4.661.813.271.140.3

167.7129.939ユ0.68.66.8

175.599.928.4

12-17言十13.9287.2144.310.4196.6104.9

*文 学部 と薬学部で学習期間が1週 間ずれているのは、学期末試験の実施のタイミングのずれによる。

表2=旧 力 リキ ュ ラ ム26年 度 前 期 ・2学 年 前 期 「英 語 皿B」

26前 文 学 部(L2-1/2)薬 学 部(S2-12/13)

週 目 読解 聴 解 文法 読 解1聴 解 文 法

10.813.126.!0.78.526.0

22.134.726.312.630.226.9

31.010.78.10.77.55.5

43.138.025.83.245.425.1

54.4109.618.25.0121.223.2

1-5言十11.4206.1104.512.2212.8106.7

61.217。816.71.425.015.1

71.624.520.42.127.724.2

81.827.817。42.129.416.7

92.033.614.02.029.413.5

105.4101,721.65.4114.029.0

6-10言 十12.0205.490.113.0225.598.5

111.016.019.61.720.020.6

121.723.216.52.431.017.6

131.928.815.02.237.917.5

142.240.211。82.148.018.2

154.296.822.23.788.823.9

11-15言 十11.0205.085.112.1225.797.8

*表1と ほぼ 同 じ受講 者 の顔ぶ れ となる。

表3:新 カ リ キ ュ ラ ム26年 度 前 期 ・1学 年 前 期 「学 術 英 語1CALL-A」

26前 文 学 部(L1-1/2)薬 学 部(S1-12/13)

週 目 読 解 聴 解 文 法 読 解 聴 解 文 法

10.21.83.50.23.55.8

21.015.722.91.218.517.6

31.534.928.41.632.227.6
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41,736.029.111.637.523 .3

52.759.227.53.657 .434.2

63.772.619.03.389.023.7

1-6計10.8220.2130.411.5238.1」132 .2

7・0.923.818,9,1.126 .627.9

81.2'25.8117.71.425.614.8

91.1129.0114,411.524.3118.5

102.2i42.2113.612.237.314 .4

114.7'84.517ユ4 .398.417.8

7-11計10.1205.381.710.5212.2,93.4

120.718.419.61.224.421 .2

131.023.513.71.832 .8120。8

141.427.414.52 .337.727.5

151.845.014 .72.343.427.2

165.089.317.63.585.07 .1

12-16計9.9203.680,111 .1223.3103.8

*表1 、 表2の 学 生 よ りも1学 年 下 の 受 講 者 で あ る。

5.駆 け 込 み 学 習 の 分析

3つ の 表 を見 比 べ て み る と、1学 期 を3つ に 分 割 した 学 習 期 間 の う

ち、 中間試 験 や 学 習締 切 日直 前 の1週 間 で その 学 習期 間 に割 与 え られ た

範 囲 の 問題 の 中 で どれ だ け の割 合 の問 題 数 を消 化 した の か を ま とめ る と

表4の よ う に な る。

表4=締 切日直前の1週 間の学習量/各 学習期間の指定学習量

文学部 各週均等 薬学部

旧カリ25旧 カ リ26新 カリ26学 習の場 旧カリ25旧 カ リ26新 カ リ26

後IIB前IIIB前CALL-A合 の%後IIB前IIIB前CALL.A

127%39%34%17-20%24%41%29%

読解257%45%47%20%54%42%41%

360%38%51%17-20%53%31%32%

118%53%33%17-20%21%57%37%

聴解247%50%41%20%51%51%46%

345%47%44%17-20%151%39%38%

110%18%15%17-20%、10%22%18%

文法230%24%21%20%37%29%19%

327%26%22%17-20%27%24%7%
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表4か ら言 える ことはおお よそ次 の ように まとめ られ るよ うに思 われ

る。

1)平 成25年 度後期1学 年後期 「英語IIB」 で は、文学部 ・薬学部 と

もに、 リーディング、 リスニ ング、文法 の第1学 習期問での駆 け込

み学習 がほ とん どない。 これ については、 ウェブによる学習が初 め

てなので、緊張感 を持 って それ な りにきちん と学習 に取 り組ん だ成

果 だ と思 われ る。

2)平 成25年 度後期1学 年後期 「英語IIB」 において、第1学 習期 間

で見 られ なかった駆 け込み学習 が、第2回 第3回 の学習期間で は見

られ る。 これ は、慣 れて くる と後か ら追い こめば何 とかなる とい う

考え を持っ に至 る履修者 が多 いか らで はないか と推測 される。 それ

を大学祭の忙 しさが助長 した とも想像で きる。

3)平 成25年 度後期1学 年後期 「英語IIB」 の第1学 習期 間では駆 け

込み学習 がほ とん ど見 られなかったが、 同 じ履修者 が受講 した平成

26年 度前期2学 年前期 「英語IIIB」 で は、第1学 習期 間か ら駆 け込

み学習 が観察 され た。 これは、前学期 の経験 をも とに、駆 け込 み学

習 をすれ ば何 とか なる と考 え る学生 が多 かったか らで はないか と考

え られる。

4)全 般 に文 法では明確 な駆 け込み学習の傾 向が見 られない。これは、

比較 的短 時間 で解答で き、 しか も問題 が平易 だか らで はないか と考

え られ る。1問 あた りの平均所 要時間 と正解率 は概ね表5の ように

なってい る7。 リー ディング は始 め る と10分 以上 かか るの に対 し、

7表5で 使用している数値だが、平成26年度前期1学 年前期 「学術英語1CALL-A」

については、L1-1とL1-2か らなる授業実施単位の数値とS1-12とSl-13か らなる授

業実施単位の数値を平均したものである。しかし 「英語IIB」 「英語IIIB」にっい

ては、そうした授業実施単位がないために、それらのクラスを含んだ授業実施単

位の数値を使用した。それは、『ぎゅっとe」 の統計機能では、各授業実施単位の

中の一部のクラスだけについての平均解答時間や平均正解率を求めるには、ひと

りひとりのデータをとり出して計算しなければならないのに対して、各授業実施

単位での数値ならば簡単に参照可能だからである。平成25年度後期1学 年後期

「英語IIB」 にっいては、文学部L1-1とL1-2を 含んだ授業と、薬学部Sl-12とS1-13

を含んだ授業での数値を平均したものを表5に 掲げた。平成26年度前期2学 年前

期 「英語IIIB」については、L2-1,L2-2,S2-12,S2-13を含んだ授業での数値を利用

した。
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文法 は30秒 程度 であ る。 また文 法の正解率 は リーディング とリスニ

ング よ りもおおむね良好であ る8。

表51問 あたりの解答所要時間と平均正解率

所要時間1正 解率

1読 解 聴解1文 法 読解1聴 解 文法
旧25後英語IIB795秒29秒29秒66%165%73%

旧26前英語IIIB682秒40秒30秒,79%59%71%

新26前CALL-A736秒27秒28秒69%79%176%

5)平 成26年 度 前期1学 年前期 「学術英語1CALL-A」 での駆 け込み

学習の数値 を見 ると、全般 に、平成25年 度後期1学 年後期 「英語II

B」 に比べて も、平成26年 度前期2学 年前期 「英語IIIB」 に比べ て

も、駆 け込 み学 習の傾 向は改善 されてい るように思 われ る。次節で

はこの点 を検討 したい。

6.新 力 リキ ュラムにお ける駆 け込み学習の改善

新カ リキュラムの 「学術英語1CALL-A」 は授業 時間 を廃 し、在 宅中

や学内での空 き時間等 を利用 しての 自律学 習に よ り進 める形 を とってい

るが、 旧カ リキュ ラムで授業時間がペースメーカー として設定 されてい

る 「英語IIB」 「英語IIIB」 よ りもむ しろ駆 け込み学習 の傾向が緩和 され

てい るように見 える。

「学術英語1CALL-A」 には授業時間 がない ため、ペ ースメーカー とな

るものは、各学習締切 日までに各学習範囲 を こなさなけれ ばならない と

い う切迫感 だけなので、授業 時間があって強制的 に問題 をこなす時間が

割 り当て られ る 「英語IIB」 や 「英語IIIB」 に比べて駆 け込 み学 習の傾

向は強 まるもの と予想 され た。 また 「学術英語1CALL-A」 で は締切 日

に間に合 わ ない場合 のペ ナルテ ィが1回 につ き20点 の減 点で あ り、 「英

語IIB」 「英語IIIB」 で の不合格 とい う致命 的 なペナル ティに比べ てダ

8平 成25年度後期1学 年後期 「英語IIB」 と平成26年度前期1学 年前期 「学術英語

1CALL-A」 は基本的に同じ中級レベルの教材であるにもかかわらず、リスニング

にっいて 「学術英語lCALL-A」 の方が平均正解率が高いのが気になるが、特に思

い当る理由はない。



56鈴 木 右 文

メージが小 さいため、 さ らに駆 け込 み学習の傾 向が強 まるもの と予想 さ

れた。だが実際 にはそれ に反 した結果 が出てい る。

これはいったいなぜ なのであろ うか。い くつか理 由が考 え られ る。 ま

ず1点 目は、 「学術英語1CALL-A」 と 「英語IIB」 「英語IIIB」 との最

大の相違 点は授業 時間の有無 なので、学習ペースは学習者次第で ある と

い う点が、履修者 に対 して 自己統制の必要の 自覚 を促 したのではないか

とい うことであ る。授業 時間 の設定 があれ ば、少な くともその時間 の問

に学習 した とい う達成感 が生 じ、 それ以外の時間での補完 に腰 を上 げに

くくしてい るの に対 し、授業時 間がな けれ ばすべ ては 自分次 第 なので、

必要 なだ け学習 を進 めな くてはな らない とい う気持 ちが強 く働 くのでは

ないか と思われ る。 もともと旧カ リキュラムの科 目では、授業評価 アン

ケー トが実施 され るた びに、 ウェ ブでの学習 の最大 の利点 は時間 と場所

の制約か らの解 放であ るのに、決 まった時間 と場所 に集 まって学習 する

のは不合理で ある とい う不満 の声 が強 く聞 こえてい た。 それが改善 され

た ことで受講 にあたっての不合理感 が除去 されたわ けで あるか ら、 その

ことが学習行 動 自体 に好影響 を与 えた と考 え るの も無理 な ことで はな

い。 も しこの とお りで あるならば、 ドリル問題 を解 くタイ プの ウェブ学

習 では、 かえって授業時間が あることがマイナスに働 くとい うことを意

味する ことになる。

また第2点 目として、科 目の配置 され る学期 も関係 してい る と考 え ら

れ る。 「英語IIB」 が1学 年後期 、 「英語IIIBjが2学 年前期の科 目であ

るの に対 し、 「学術英語1CALL-Ajは1学 年 前期 に配置 されてい るの

で、入学後 の緊張感 が持続 してい る1学 年前期 の間 が最 も着実 に毎週の

問題消化 につながっているので はないか とい うことである。入学後 時間

がたつにつれてその緊張感 は薄 まってい くもの と考 える と、表4で 「英

語IIB」 と 「英語IIIB」 の駆 け込 み学 習の傾 向 を比較 してみた場合 に、

「英語IIIB」 では駆 け込み の度合 が3っ の学習期間 を とお して高値 で安

定 してい るように読 み取 れるのも うなず ける。

第3点 目は学 習分量 である。 「学術英語1CALL-A」 で は、休業期間中

も含 めた継続 的 な学習 をはか り、一部の学習分 を夏休 みに先送 りしてい

るため、学期 中に消化す る問題数が 「英語IIB」 「英語IIIB」 の場合 と比

べて少 な くなってい ることも取組みやす さにつ ながってい るのではない

か と思われ る。同 じ中級 の問題 でも、「英語IIB」 では学期 中に リーディ
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ング40問 、 リス ニ ング800問(文 法は421問)を 消 化 す る こ とにな るが、

「学術英語1CALL-A」 で学期中に消化す ることになる問題数 は、リーデ ィ

ングで30問 、 リスニ ングで600問(文 法 は315問)と4分 の3で あ る9。 ド

リル的学習が苦痛 な受講者層 に とっては問題が多い と思 うだ けで抵抗 を

感 じるもので ある。

第4点 は、担当教員 によるケアである。 「学術英語1CALL・ ・A」は筆者

とは別 のCALL専 属教員 が運営 してお り、時折 その時点 までの 「学習量」

「学習安定度」 「学 習量の クラス対抗」 とい った数値 が発表 されていて、

競争 を促 す結果 とな り、 これが少 なか らず学習動機 によい影響 を与えて

いた のでは ないか と思 わ れ る10。「学習量」 で は消化 問題数 の競 争 とな

り、 「学 習安定度 」 では週毎 の 「学 習時間」 「リーデ ィング問題消化数」

「リスニング問題消化数」 「文法問題消化数」の標 準偏差 の平均 に よって

表 され る変動 の少 ないム ラの少 ない学習が競争の眼 目とな る。

加 えて第5点 は、新 カ リキ ュラムの 「学術英語1CALL-A」 で 『九大

英単』 とい う単語 ・表現集 が定期試験 の範囲 に含 まれ るようになった こ

とであ る。定期試験へ 向けての対応 項 目が増 えているため、 ウェブでの

学習だ けが試験範囲 とい うわ けで はな く、 ウェブ上 の教材へ集中 しさえ

すれば よい とい うことで はないので、早 めの消化へ の動機 を高め たので

はないか と思われ る。 しか しこの点 が もし本 当である とすれ ば、第3点

で問題数 が少 ない方が学習意欲 が湧 くとい う点 とは矛盾す るか もしれな

いが、同 じ教材 が延 々 と続 く場合 と別種 の教材 と組み合 わ され る場合 と

では、同 じ学習量で も後者 の方 が取 り組みやすい とい うことか もしれな

い0

9夏 休み途中の締切 日までに残 りの問題を消化すれば10点 の加点がある(逆 に言 う

と夏休みの学習分を放棄 しても減点があるわけではない)。 「学術英語1CALL-・A」

は後期の 「学術英語1CALL-Bjと あわせて2学 年4 ,月に実施 される第2回 目の英

語力診断テス トのスコアが成績に反映されるため、学習は1学 年のときに行われ

るが、成績算出は2学 年前期に行われる。従 って夏休みの実績を成績 に反映させ

ることは時間的に可能である。

10「 学習量」「学習安定度」は個人を表彰するものだが、クラスまでは公開するもの

の、氏名は掲載せず、イニシャル1文 字だけとした。
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7.ま とめ

本稿 では、九州大学での英語CALL科 目につ いて、授業時間帯 の設定

の ある科 目とそうでない科 目との間 に見 られ る受講者 の駆 け込み学習の

傾 向 を中心 に比較 し、授業時間の設定の ない新 しい科 目での方 が駆 け込

み学習の度合 が低 い ことを報告 し、 その理 由について考察 した。 ドリル

学習 を内容 とす る英語 のウェブ学習科 目で は、授業 時間 を設定 しな くて

も成立 す る可能性 が高 い ことを示 してい るもの と考 えている。 そ して さ

らにそうした科 目を円滑 に運営す るには、 なるべ く早 い学期 に実施す る

こと、競 争 を促進 する工夫 をす るこ と、他 の教材 を混ぜ て単調 にならな

い ようにす ることな どが必要 になるか もしれ ない ことを示唆 した。
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